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「夕暮 の薄明」 について
原 島 恒 夫
1854年頃ボー ドレールは,「夕暮 の薄明」を,「 朝の薄明」 と共に小冊子 「フ
ォンテーヌブ ロー」に送 るに際 して,詩 人のフェルナン ・デ ノワイエに手紙 で
こう述 べている。
「二つの詩篇をお送 りします。 これ らは,薄 明の時刻 に私が悩ま され る夢
想 の殆 ど全てを 表現 した ものです。 森の奥で,聖 具室や 大聖堂の弩隆に も似
た,あ の森の宵窪の下に閉 じ込められても,私 は,私 達 の驚 くべき街 々に思い




されていることは,今 さら指摘するまでもないが,こ の詩 を見 るにあたって,
二三の例 を挙げてお きたい。 ζ
とりわけ,ボ ー ドレールに とって夕暮は、詩的高揚の時であった。
「蒸 し暑い夕暮 に,何 と太陽は美 しいのだろ う!
何 と空間は深 く,何 と心 は力に満ちているのだろ う。」(「露台」)




別離の心を込めた,な がいすす り泣 きのような。」(「恋する二人の死」)





ま た,言 うま で も な く,夕 暮 は,魂 との 峻 厳 な対 話,瞑 想 の時 で も あ った。
、'「お とな し く,私 の苦 悩 よ,も っ と静 か に して お くれ。
お ま え は 夕 暮 を望 ん だ。 … 轡 」,(「沈 思 」)
勿論,こ れ らの分類は便宜的なもので,全 ての要素は 「夕暮」 とい う言葉,
或いは呪文によって 『悪の華』のなかで同時 に喚起 されるように仕組まれてい
るのであろう。 さらに言えば,ボ ー ドレールに とって,昼 間 とは,意 識が
外界に向けられている時であ り,従 って物質的生活の束縛を受 けている時であ
るのに対 し,夜 は意識が内面 に向け られている時であ り,従 って精神的生活へ
と沈潜する時でもあった と思われる。
「やっと!一 ・人き りだ。 今は,何 台かの帰 り遅れた辻馬車の,疲 れたよ
うな車輪の音だけ しか聞こえてこない。 しば らくの間は,沈 黙か,或 いは休息
を持つことが出来よう。」(散文詩 「午前一時 に」)
このような昼 と夜の中間にあって,光 と闇 との混漬 した夕暮は,た んに意識
が次第に外界から内面へ と向ってゆ く境 目とい うだけではな く,む しろ,こ の
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詩に見 られ るご とく,外 界世界 と内面世界 とが交互に競い合い,侵 食 し合 い,
裂 け目を生ずるような,.極めて特異な恐るべき時間であった。
「夕暮 は狂人を興奮 させ る。一 思い起 こせば、 私 には,夕 暮が完全な病
人に変 えて しま う二人の友人がいた。一人は,夕 暮になる と,・友情や礼儀 を全
て忘れて しまい,野 蛮人の ように,出 会い頭 の人に乱暴 をはたらいた。ぱ……)
もう一人は,心 に傷 を負った野心家で,陽 が傾 くと共 に,一 層刺々 しく,陰 気
で,意 地悪 くなるのだった。」(散文詩 「夕暮の薄明」)
初めに引用 したボー ドレールの手紙の 「薄明の時刻に私が悩ま される夢想」
とい う表現 も,恐 ら く,こ の外 界 と内面 との混瀟,な い し亀裂を暗示 している
のであ ろう。
そ して,こ れか ら見 るように,韻 文詩の 「夕暮の薄明」は,こ の恐るべ き亀
裂を もた らす 「有害な夕暮」の苦悩 を,極 めて意識的で特異な韻律によって表
現 したものなのである。
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「この作品は完成 されたもの とは言えない し,ボ ー ドレールが 芸術作品に
おいてあれ程重ん じた構成上の格調 もない。'変化や詞藻の豊かさに欠けている
くヨラ
ので,殆 ど羅列的に展開 されたモザイ クとしか見えない。」
おそらく誰 しも,性 急な読み方 をすれば,こ の詩か らこのような印象 しか得
ることが出来ないか も知れない。 しか し,周 知 の如 くボー ドレールは意識的な
詩人であ り・ む しろこの詩は,今Aguettantが挙げた 「構成上の格調」 や
「変化」「詞藻の豊かさ」を積極的に排除 して,特 別な効果を 計算 して作られ
た ものと見なければ,こ の詩 を見誤ることになると思われる。 この点に関し,
Pr6vostが次のような指摘をしている。
「ボー ドレールは,断 片的にしか語ることが 出来ないように見えるし,彼
は,話 しの矛先を変えた り,場 面を移 し変えた りする術 を知 らないか,或 いは
軽蔑 しているようにも見える。つま り,彼 は,用 いる形式が平韻のように自由
な時には,弱 い変化 を取 り入れ,そ れは,悲 しみ と,彼 の魂の投げや りな状態
　
に呼 応 して い る の で あ る 。」
Pr6vostは,この 詩 の叙 述 的 な性 格 と,平 韻rimeplateに注 目 して ,こ の
詩 が あ くま で も 「単 調 さ」monotonieの効 果 を発 揮 して い る と見 て お り,先 に
見 たAguettantの指 摘 した こ とが,実 は こ の 詩 の 長所 で あ っ て,「変 化2や
「詞藻 の 豊 か さ」 だ けが 詩 で はな い と見 て い るの で あ る。 注 目す べ き観 点 と言
え よ う。
こ の事 を念 頭 に 入 れ て,逐 次 との詩 を見 て い き た い が,そ の前 に,こ の 詩 に
はr悪 の華 』・再 版 の 決定 稿 を含 め て次 の八 つ の裏 編versionsが残 され て い る
こ とを記 して お き た い。
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(1)1851年か ら52年 に,ゴ ー テ ィ エ の 「パ リ評 論 」RevuedeParisに送
られ た 「十 二詩 篇 」 に属 す る原 稿 。(以 下DPと 略 記 す る 。)
(2)1852年2月1日 発 行 の 「演 劇 週 報 」Semaineth6atraleに掲 載 され た
もの で,初 出 の形 と言 え る。(ST)
(3)次 の く4)に 記 す 「選 集 」 に掲 載 依 頼 の た めy初 め に 引 用 した,フ ェ
ル ナ ン ・デ ノ ワイ エ宛 の 書 簡 と共 に送 られ た 原 稿 。(Ms)
(4)"1855年の 『C・F・ ドOヌ クー ル 碩 一 フ ォン テ ー ヌ ブ ロー一 風 景,
伝 説,回 想,幻 想 』 に掲 載 され た も の。(F)
コ ノ
(5)1857年 の 『悪 の 華 』 初 版 の ゲ ラ 刷 り。(Epri)・ .,
..(6り一一'、r悪の 華 』 初 版(1857).(16d.)'.'".
く7)、.同 再 版(1861)
(8)『:同 、,三 版(1868)
,こ れ ち 八 つ のversionsにお け る 推 敲 は 微 妙 な も の で あ る が,し か し,PichOis
　
が 「何 ものをも偶然に委ね ようと一しない配慮は立派な ものである」 と評価 して
るように,こ の詩の推敲は様々に興味深い問題 を提供 レているのである。
第1句 一 第5句
.こ の 詩 の最 初 の10行は 「前奏 」 ども 言 うべ き部 分 で あ る が,そ の第1句 と第
5句 は,,初め 次 の よ うに 書 か れ て いk。(中 の 第1句 一 第4句 間 で は .variante$
は な い 。)'
」 元・icileo'ePttscttle・・!ni.両 ・中 ・in・1・..、 一.
[…] . .'・・≡ ふ、 一
.
、Otti,vρild66¢'パcso∫ ～～leξ ψ ・chei:4cclul(DP)(ST)
『悪 の 華 』 のvariantes .に関 す6優 れ た 研 究 を 発 表 しICNuitenは,こ れ
ゆ
に つ い て 次 の よ うな 指 摘 を して い る。 つ ま り,初 出 の 「演 劇 週 報 」 にお い て,
この詩 は 「二 つ の薄 明 」LesPeyxCr6puscu1撃とv)う共通 の タ イ トル だ けが
付 け られ て い た の で,こ の 詩 の書 き出 しの部 分 の .lecr6Pμscule.は朝 の薄 明 か
夕暮 の薄 明 な の か 曖 昧 で あ り・ そ れ 故 に ボ ー ドレー ル{‡,:第5句}こ夕 暮 で あb
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こ.とを説 明 す る 「い さ さか 滑 稽 な 」 詩 句 を あ え て置 い たの だ と。 しか し・:ボゴ
ドレー ル は,次 の 原 稿(Ms)で は,初 出 と同 じ 「二 つ の薄 明 」 の タ イ トル の
他 に,・この 詩 に 「夕暮 」 の 副 題 を付 し た に もか か わ らず,.この 暖 昧 な 「薄 明 ⊥




Nuitenに よ れ ば5 ,こ一(D修正 は ・ 不 出 来 な も の で あ っ た 。 つ.ま り 第1句 で
Iecr6pulcpleを.leSoir{ζ改 めtc.ため に 生 じ た 音 綴 ¢)不足 をtvenirで埋 め た エ
わ け だ が,こ れ は 些 か 文 法 上 お か しな 言 い 回 し に な っ て し ま い,さ ら に 第5句
も冗 漫 に 感 じ られ る も の に な っ て し ま っ た 。 そ れ 故,初 版 『悪 の 華 』 以 降,こ




と改 め られ た が,Nuitenによれ ば ・ こ の 推 敲 は ・ 第1句 に極 め て 素晴 ら しい
韻 律 を も た らす 結 果 とな っ た の で あ る。 即 ち,音 もな く忍 び 寄 る 夕闇 の,か す
か な訪 れ が,擦 音 の[v][S][ch]の 音 に よ る畳 韻 法altjt6ration－流 音 の
[日 と[r]と 程 よ く混 ざ り合 い,さ らに 柔 らか な 鼻 音 の[m][n]に よ っ て
緩 和 され て い る一 に よ っ て 見 事 に喚 起 され て い る か らで あ る。
Voicilesoircharmant,amiducriminel




そ の 他 の部 分 に つ い て は,前 述 のAguettantが・.τクセ ン トを置 かれ た 暗
い 母音(loup,alc△ve,fauve)がr暗闇 の陰 険 な 侵 入 」 へ の見 事 な伴 奏 を形 作
っ てい る とい う興 味 あ る指 摘 を し て い る。 ま た,些 か 取 りす ま して い て 奇 抜 な
charmant,とV・う形 容 詞 は,読 者 を は ぐらか す た め に 後 か ら置 か れ た もの だ と
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⑧
い う指 摘 も面 白 い。 とい うの も,Voicilesoircharmantと,忍び や か に 訪 れ
た 夕暮 の よ うに静 か に歌 い 出 され た こ の 詩 は,次 のamidecriminelとい う
唐 突 で シ ョ ッキ ン グ な 同 格 表 現 に よ っ て,'いわ ば 混 乱 し,,この 詩 の ダ イ ナ ミズ
ム を形 成 す る 夕暮 の 二 つ の 半 面,即 ち 「慰 め る 夕 暮 」 と 「有 害 な 夕暮 」 の 半 面
とを前 触 れ の よ うに伝 え て い る と思 え る か らで あ る。
第6句 一策10句
この部分では 「慰める夕暮」が表現 されている。 ここにも・Nuitenは興味深
(9}
い 指 摘 を施 して い る の で,次 に要 約 す る。 まずtst第6句一 策7句 は,初 出 か ら










主 に句 読 法ponctuationによ る一 見 些 細 な 修 正 の よ うに見 え るが,Nuiten
に よれ ば,こ こ で ボ ー ドレール は,稿 を重 ね る度 に,「執 拗 な リズ ム 」 を追 及 し
て お り,DPとMsのversionsに お い て は,最 初 の三 つ の リズ ム音 節mesures
の リズ ム は 弱 々 しい が,決 定 稿(及 びST)のversions『に お い て は,句 点
Virgulesの力 を借 りて,こ れ が 明 瞭 に 「強 さの ア ク セ ン ト」accentd'intonation
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に よっ て強 調 され る よ うに な った。
同 時 に,こ れ に よ っ て,mentirとdireの 閲 に生 じる反 響 作 用 が一 層 明 瞭
に聞 こ え る よ うに な り,か くして,誇 らか に労 働 の喜 び を主 張 した この一 節 は,
韻 律 的 効 果 に よ って 真 実 味 を帯 び,「 こ ころか らの 満 足 の叫 び 」 を表 現 す る 調
子 が稿 を改 める 度 に増 して い っ た。 そ して,い わ ば 周 囲 の詩 句 とは調 和 しな い
分 節法 に よ って 強 く拍 子 付 け され た 直 栽 的 な この 言 説 は,句 読法 に よ って 増 々
際 立 った もの とな った の で 、 決 定 稿 の段階 で は,と う と う感 嘆符 まで付 け られ
る に い た った。 ま た,第5句 か ら第10句に展 開 され た 「安 らぎ の 主題 」 は,こ
の 部 分 に ジ グザ グに配 置 され た[i]の 音 の統 一 的 な 役 割 の力 で 強 固 な表 現 と







以 上 がNuitenの指 摘 で あ るが,さ らに,こ れ にPr6vostの次 の よ うな傾
聴 す べ き指 摘 を重 ね 合 わ せ る と,一 層 こ の部 分 に対 す る ボ ー ドレール の苦 心 の
跡 が 明瞭 にな る と思 われ る。
「確 か に ゆ っ く り と詩 句 は進 む 。この 前奏 の真 中 あ た りで;《切れ 目》coupes
と 《鄭 置 》士ejetsが,詩句 の 動 き をか な り活 々 と した もの に して い る。 しか し,
こ の前 奏 は,意 識 的 に単 純 化 され た 二行 の詩 句 で終 り,こ れ が 高 揚 感 を停 止 さ
せ る。そ の 二 行 の 詩 句 は 正 確 に同 じ文法 的 な構 成 を持 って お り,半 句 の 句 切 り
(10)
c壺uresが 韻 を な し てs脚 韻 に 反 復 の 効 果 を 添 え て い る 。」
Lesavantobstin6dontlefronts'alburdit,
Etl'ouvriercourb6quireg亘gnesonlit.v.IO
前 に も 見 た よ う に,Pr6vostは,こ の 詩 の 全 体 的 な 「単 調 さ 」monotonieの
効 果 と,・そ の な か に 散 りば め られ た微 妙 な ニ ュ ア ン ス を 評 価 して い る の で あ る
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が,「慰 め としての夕暮」 と 「安 らぎ」を表現 したこの部分の高揚感が,「意識
的に単純化 された二行の詩句」によ≒て停止 し,次 のもう一つの夕暮の半面を
導いているとい う指摘は示唆に富んでいる。
第11句一策13句
前節で表現 されていた夕暮は,こ こに来て,奇 妙 な 「悪魔 ども」の唐突な出
現によって様相を変え,こ の詩 に超現実的な雰囲気 と悪夢のような印象を与 え
るこ とになる。 もはや,こ の夕暮は,人 を慰 め安.らぎを与 える 日常的な夕暮で
ばな く,「有害な夕暮」,外界 と内面 とが侵略 し合 う亀裂の時刻 となる。'
この部分についても,Nu輌tenはvariantesの面 で一つの興味深い指摘をし
(11)
て い る。 第12句 の半 句 に 置 か れ たviTguleは,決 定 稿 で 初 め て置 か れ た も の
だ が,こ の 唯 一 つ のvirguleが,こ の あ た りの詩 句 に巧 妙 な リズ ム の 変 化 を
生 じ させ て い る とい う指 摘 で あ る。 即 ち,・この 半 句 の 」virguleと,詩句 の 終
りに置 か れ た 二 つ 目のvirguleに よ っ て 際 立 って 孤 立 化 さ れ る こ とに な っ た
commedesgensd'affaireとい う表 現 が,ま さに 音 ど して存 在 す る こ とに よ
り,「悪 魔 の 目覚 め」 を 時 間 的 に 間 延 び させ,次 の 句 の:「悪 魔 の夜 の 活 動 」 を
遅 延 させ て い る・ つ ま り・commedesgensd'affaireーが 二 つ のvirgulesの
作 用 で,い わ ば 挿 入 節 に 近 くな った こ とに よ り,第13句 冒頭 の 接 続 詞etがet





uitenは「こ の よ うな リズ ム の 《喚 起 力 》は,第 」2句の 半 句 にvirgule
が 欠 け た他 のversionsには見 られ な い もの だ」 と述 べ て い る が,ま さ し く,,
「何 事 を も偶 然 に委 ね よ う と しな い 」 とい う'Pichoisの言 葉 通 り,・た っ た 一
つ の 句 点 も疎 か に し な い ボ ー ドレー ル の 推 敲 の 跡 を つ ぶ さ に 見 る 思 い が す る指
摘 と言 え よ う。. ...
さ らに ま た;Pr6vestも,先 に 引 用 した 指 摘 に続 い て,:こ の 三 行 に 関 し,
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Nuitenと同様に,この部分の間延び した リズムの効果が,様 々に駆使された畳
韻法に負っているとし,そ の畳韻法の原則について興味深い指摘をしている。
つま り,反復 される音は,ア レクサン ドランの通常の リズムの中にあって,そ
の通常の リズムとは別の,一 層 自由な反復による韻律によって,特 別なリズ ム
を形成 している,と いうのである。即ち,普 通は譜調を形成すると考えられる
畳韻法が,ア レクサジ ドランの正規の リズム とは別の リズムを作っているとい
うことになるめであろう6.彼はこの効果を,水 面に 広がる 波紋に喩えている
が,具 体的に、ここめ三行に限って言えば,'アクセ ン トのある音綴 に際立って
点在 している,重 苦 しい 「二重母音」diphtohgueの[en]が生み出すザズム
と,三行 目の一連の[1]の 音が,詩 句を重苦 しい音の断片に分割 しでいるこ
(12)







く更 に内蔀押韻をも聞き取って,こ の二つの韻律が相乗効果を発揮 して,詩 句
を二層広大で充実 したものとし,詩 句が空間的にも時間的にも延長されている
(13) .J.1'
と述 べ て い る。
E,。。ngn。査t。nV。lantlesv・1・t・etl'auvent.・.13
'
ま た,Aguettantはこの 詩 句 の[vlの 音 の 畳 韻 法 に,「 悪 魔 ど も の 翼 の 触 れ
(止4)
合 う音 」を 聞 い て い る。
このPr6vostやVivierなどの 指 摘 も,前 のNuitenの もの と重 ね 合 わ せ
て見 る時,ボ ー ドレール が こ の 三行 に,重 苦 し く,間 延 び した 特 異 な リ'ズム を
意 識 的 に与 え て い る こ とが 一 層 明 白に な っ て くる。 つ ま り,「前 奏 」 に お い て
「安 ら ぎ」 と共}t歌い 出 され た こ の詩 は,第9句 一鶴10句の 「高 揚 感 を 停 止 さ
せ る」 た め に置 かれ た詩 句 を経 て,リ ズ ム は一 変 し,平 韻 の 効 果 が文 字 通 り発
揮 され た,単 調 で 重 苦 しい表 現 に変 化 して 来 た の で あ る。・・1'・
-11・ 一
第14句一第20句
前節 において様相が一変 した詩 は,こ の部分 において さらに怪奇なイ メージ
を帯び,大 都会 の夜 の街角 に うごめ く 「売春」 の姿が見 えるようになる。 それ
に しても,何 と大胆 で醜悪 な比喩の展 開であろ うか。Aguettantは述べている。
・「《蟻塚》 や 《不意打ちを食わせ る敵軍》や 《虫》 などのイ メージは,す べ
て,大 都会 を音 もな く蝕 む,ひ そかな勢力 とい う観念 を喚起 している。 とりわ
け 《虫》 とい うイ メージは 大胆な ものであ り,寄 生 虫 を 連想 させる。何故な
ら,《人か ら腹 におさめた物 を掠 め取 る》 とい う穏 当な 迂言法 によって示唆 さ
く　
れ た虫 とは,さ なだ虫に他な らないのである。」
この ような比喩 の積み重ねに よる驚嘆すべき表現は,さ らに一層入念に計算
され た韻律に よって支え られ ている。 第14句 は,初 め次の ように書かれ てい
た。 」{
Atraversleslueursquefatigueleve叫(DP)
こ の 推 敲 に関 して ・Nuitenは 「極 め て 興 味 深 い 修 正 」 と指 摘 し て ,次 の よ
て　
うな ことを述べ ている。一 即ち,こ の初出の表現は,明 らかに同 じ子音の反
復が,韻 律的諸調の追求か ら 見て も,「音律 による絵画」の要求か ら見 ても正
当化 され得 ないケースに属 している。 ここでは特 に,無 声子音で 口蓋子音の閉
鎖音 である[kユ{g]の音 の反復は,ボ ー ドレ∵ル に とって,余 りに直栽的なシ
ョックを与 えかねない難 問であった。 とい うの も,こ この部分 も,後 で も見 る
が,前 節か ら引き継 いで,間 延び した重苦 しい韻律 とリズムが持続 しているの
であ り,que[k]fatigge[g]のような音の反復は,周 囲 と異質な シ ョック
を形成 して しま う恐れがある。従 って,こ れ を解消するには,緩 衝材 として休
止 を置 くか・新たな要素に代える しかなか った,と い うのである。 このNuiten
が指摘 した,い わば摘出手術 のような推敲 によって,こ の部分は蘇生 し,隅 々
まで並Lが通 うこ とになったわ けである。
また,こ の部分 の韻律的効果 について,前 の部分 の 指摘に 続いてPr6vost
は,前 節で多用 されている[en]の音 は,こ の第14句のtourmenteleventで
一12一
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も 引 き続 き響 い て お り,す べ て は,こ の 「風 」の 効 果 に帰 着 す る と述 べ て い る 。
先 に見 たAguettantの 「悪 魔 ども の 翼 の触 れ 合 う音 」 を 考 え 合 わ せ る と,こ
の あ た りめ[v]と[en]の 音 の効 果 は 極 め て 意 識 的 で あ り,今 述 べ たfatigue
をtourmenteに修 正 した こ とに よ っ て,こ の 効 果 が 一 層 明 瞭 な もの とな った
わ け で あ る。 更 に,Pr6vostの聴 覚 は,詩 句 の 精 妙 な韻 律 の変 化 を 聞 き取 る。
即 ち,こ こか ら更 に別 の 畳 韻 法,つ,ま り 臼]と.[・U1の 音 の畳 韻 法(半 語 音)
が 始 ま り,詩 の 運 び は 次 第 に熱 を帯 び,・同 時 に音 の 響 き も一 層鋭 い もの に な っ
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夜が近づ くにつれて次第に活動を始 める 「売春」が,こ の韻律の変化 によっ
て見事に喚起 されてい るわけである。'
次 に,こ め部分 の始ま'りである第14句目第15句にも,興 味深い推敲が,前 に
見た と同様,唯 一つの句読法によってな されてお り,ボ ご ドレールの リズムへ
め配慮が如何に微妙なものであつたかを如実 に感 じ取ることが出来る。 これ も
前 と同様Ntiit6hめ指摘 に負 うのだが,ボ ー ドレールは,こ の第14句一策15句
の間にvirguleを置 くべきか どうかかな り迷い,一 －DPMsで は付 けておい
たのを消 し,STFで は置かれて印刷されていti-一決定稿の再版では削除 し
て しまった。 これはつま り,遅 々とではあるが確実に領土を確立 してゆ ぐ丁売
春」の 「斬進的で抗 し難い動き」の表現であるこの部分は,間 に休止を置かな
い方が一層こめ 「動 きjに 相応 しく○更に,こ れは,tourmentleventの[en]
の音の半譜音 と,・S'allumeの[U]の母音の延ば された音 とによって際立たさ
れた第14句の 「規則正 しい,う ね りを持った拍子cadence(3333)」によって
(i8)




一 か く して ,怪 異 なイ メー ジ に よ る 「売 春 」 の 飽 くこ どな き進 出 を表 現 じ
た この 詩 句 は,'この 後,Pr6vostが次 の よ うに 述 べ て い る如 くi`再度 徐 々 た リ
ズ ム を変 え,次 第 に 高潮 し1切 迫 した もの とな って ゆ く。'
「こ の 後 に,特 別 な リズ ム;っ ま り,詩 句 め 重 要 な 箇 所 に置 かれ た 二 つ の
Im]の無 声 子 音}とよ る 急 速 な拍 子 が 続 く。
Ainsique1,enn6mi/quitente'uncoupdemain/;"v.19
次 に続 く二行 の リズ ム は 不 安 定 で,大 雑 把 な もの とな っ て い る が,こ れ は,
切 れ 目coupeに 負 って い る。 即 ち,詩 句 の本 当 の 句 切 りc6sUreは第4音 綴





この 詩 に お い て,一 見些 事 を述 べ て い るか の よ うに見 え る この 部 分 は,特 異
な重 要 性 を 持 っ て い る と言 え よ う。 そ れ は,実 は こ の部 分 が,次 に 来 る 「内 省 」
を準 備 す る極 め て 計 算 され た 「橋 渡 し」 の役 割 を 負 っ て い る よ うに 思 える か ら
で あ る。 最 初 の 二 行 に つ い てAguettantは,「こ の 二 つ の 詩 句 はi聴 覚 的 な イ
メー ジに 満 ち一て い る。こ れ ら,'品の な い不 調 和 な 騒 音 は,大 都 会 の 夕暮 の 不 気
(20)
味 な 活 動 へ の 見 事 な伴 奏 とな っ て い る。」 と述 べ て い る が,更 にyこ の ∫不 気
味 な活 動 」 は,リ ズ ム と韻 律 上 の 工 夫 に よ っ て も表 現 され て い る の で あ る。 再
びPr6vostの言 葉 に 耳 を 貸 そ う。 ・.「 ・ ・
「こ こ で,'リ ズ ム を 加 速 す る べ く多 用 され て い る 句 点 に よる;ぎ ζ ち な さ
の効 果 を助 け る た め に,一 連 の[s】 と 【i]'によ る鈍 い 音 の効 果 が 介 入 して く
る。 これ 等 の 効 果 はisse'どsiの音 に よ る 四 つ の脚 韻 にお い て最 高 潮 に達 し,
(21)










こ の 言 葉 にCassagneの次 の 指 摘 を重 ね 合 わ せ る と,更 に 興 味 深 い こ とが 分
っ て くる 。 つ ま り,PrるVostが 「ぎ こち な さの 効 果 」 を 発 揮 して い る・と述 べ た
一 連 の 詩 句 の 最 初 に ,極 め て特 徴 的 な 一 詩 句 が 置 か れ て い る こ とで あ る6'
Lestablesd'h6te,dontl6jeufaitlesd61ices,v.23
CasSagneによれ ば,こ の 詩 は,詩 句(四 韻 律 詩 句)の 内 部 で,半 句 の 「強
さ の ア ク セ ン ト」 が 後 援 語(dont)の上 に置 か れ て,t意図 的 に デ レ クサ ン ドラ
ン の 正 規 の リズ ム か ら外 れ た,柔 軟 で 自 由 な 韻 律,即 ち 「意 図 的 な 散 文 調 の 詩
く　　ハ ピ ロ
句」にな っている とい うのである。元々この詩は,跨 り句や榔置を多用 して い
るという意味で も,変 則的で散文調に近 く,初 めに引用 したA画ettantのこ
の詩 への消極的な評価 もそこか ら来てい るのかも知れないが,や は り こ こ で
も,ボ ー ドレールが 「散文調」を,あ くまで も意図的に使 っている とい うご と
を重要視すべきであろう。.つま り,Pr6vostの指摘 した 「ぎこちなさの効果」
の中心にあって,こ の詩句 こそ 「大都会め夕暮の不気味な活動」 を,ま さしく
「散文調」によって描 き出 した,い わば 「食め韻律」 とで も言 うべ き表現 であ1
ろ うと思われ るのである。 一
策29句一策36句 ・,'t"
ここで詩句 の調子 ば一変 し,「内省的な夕暮」が歌い出 され る。,しか しい 前 、
の部分 と,こ の最終節の始ま りの間に置かれた一行 の空 白は極 めて衝撃的であ.
る。確かに,今 見 たよ うに,前 の 「ぎこちな さの効果⊥は 「最後の二行 におい'
て,途 切れて,平 穏 なものになって」い ったこしか し,読 む者 は前節 の終 りで,:
「情婦の着物代を稼 ご うと」 とい う極 めて卑俗な言葉 を聞いたばかりであ る6・.
その読者の戸惑 いへの答え として,興 味深い幾つかの推敲 の跡 をだどるごとが
一一一'15-一'
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出来 る。Nuitenの指 摘 に負 うが,第30句 は,初 め(STを 除 く)point-virgule
で 終 っ て い たが,決 定稿 で はpointに改 め られ た。 このponitの表 現 力 は絶
大 な もの で,文 字 通 り 「あ の胞 酵 に 耳 を閉 ざ 」 す た め と,自 己 へ の 沈 潜 の た め
に 必 要 な 時 間 を,こ のpointこそが も た ら して い る の で あ る。
EtfermetonoreilleAcerugissement.v.30
更 に ま た,「 厳 粛 な 時」 を喚 起 す べ く,こ の部 分 に は微 細 か つ 効 果 的 な 技 法
が 凝 ら され て い る。 例 えば,極 めて 重 々 しい 韻 律 の第31句は,初 め のversions
で は,point-v三rguleやpointで終 わ って い たが,決 定 稿 で は感 嘆 符 に改 め ら
れ,「 病 人 」 へ の 「憐 情 の情 」 の深 さを強 く表 現 し,ま た,決 定 稿 で初 め て付
い た 第34句の .tiretは,長い黙 想 の 時 間 を 暗 示 し,更 に,万 感 の 思 い が込 め ら
れ た 「そ の 一 人 と して 」plusd'unの榔 置 を際 立 たせ て い る の で あ る。
L'h△pitalseremplitdeleurssoub三rs.一－Plusd'un
Neviendrapluschercherlasoupeparfum6e,v.35
これ ら のNu輌tenの指 摘 に よ っ て,ボ ー ドレー ル が,次 第 に 意 識 が 内 面 へ と
沈 潜 して ゆ く過 程 を暗 示 す る た め に,こ の部 分 に 多 くの 「休 止 」 を配 置 して い
る こ とが 如 実 に感 じ取 れ る。 句 と句 の 間 の 「空 白」 や 「休 止 」 に 測 り知 れ ぬ表
現 力 を付 与 す る この 技 法 も,や は り 「負 の韻 律 」 と考 え られ る とす る と,同 様
に,第32一 第33句の 詩 句 に 見 られ る リズ ム の緩 み も 「負 の 韻 律 」 と言 え よ う。
Cassagneは,こ の 部 分 を 「散 文 的 リズ ム 」 だ と指 摘 して,「 全 て が 終 わ っ た




更 にpr6vostが,こ の 最 終 節 全 体 につ い て 指 摘 して い る こ と,つ ま り,全
体 の リズ ム は,多 用 され て い る 【r]の音 に よっ て 拡 散 し,と りわ け,douleur,
soupir,soir,douceurなどの[r]は,フ ラ ン ス韻 律 法 の 慣 習 に よ っ て,詩 句
に数 え られ る こ との な い 「無 音 」muetteを一 音 余 計 に 付 け 加 え て い る よ うに
聞 こ え る,と い う こ とな ど も,微 妙 な 「負 の 韻 律 」 とみ な す こ とが 出 来 る よ う
に 思 われ る。
同 様 に,二 行 か らな る 最 終 節 の句 読法 の精 妙 な 推 敲,一 第37句のencore
-16-・一一
の後 と,第38句 のfoyerの後 に,ボL・…ドレール は,諸 版 にお い てvirgulesを
付 け た り付 けな か った りして逡 巡 し,決 定 稿 で は 全 て廃 して い る一 も,「同
情 に満 ち た優 しい つ ぶ や き の効 果 を 得 る た め に,押 し付 けが ま しい 句 読 点 を 削
(26)
除 し て い る 」 とNuitenは 示 唆 して い る が,こ れ な ど も,「 負 の 韻 律 」 へ の 配
慮 と思 え る の で あ る 。
Encorelaplupartn'ont・三lsjamaisconnuv,37
Ladouceurdufoyeretn'ontjamaisv6cu!
最 後 に,こ の詩 の注釈 でPr6vostが,ボ ー ドレール の 「リズ ム と脚 韻 とは,
単 調 さや シ ン メ トリーや 驚 きな どの,人 間の変 わ る こ との な い欲 求 に応 え る も
の で あ る」.とい う言 葉 を 引用 した 後 で述 べ て い る こ とに耳 を傾 け た い。
「ボー ドレール が,単 調 さ を真 っ先 に挙 げて い る こ とは,一 つ の告 白で あ
る。 お そ ら く,他 の 詩 人 の誰 も,こ の よ うな こ とに同意 す ま い。 ボ ー ドレー ル
は,平 韻 の 中 に,緩 慢 さや広 が りを 得 る手 段 として の表 情 豊 か な単 調 さ の効 果
(27)
を探求したのである。」
まさしく,こ の詩の特異な 「負の韻律」を見事に表現 した言葉である。つま
り,冒頭でも述べたごとく,この詩を性急に読む と,破綻を来した不出来な作
品 と評価する危険があるが,実 は,il悪の華』 とい う詩的世界の中にあって,
この詩は,壮 麗さや色彩豊かな音楽性などとは全 く対極的な 「負の韻律」によ






夕 暮 の 薄 明
今 こそ,犯 罪者 の友なる,心 地 よい夕暮。
共犯者のよ うに,し のび足でやって来る。空 は
一17一
閨房 のよ うに,お もむろに閉 され,
これ を待 ちわびていた人間は,野 獣 と化す る。
ああ夕暮,愛 すべ き夕暮 よ,こ の時 を望んでいたのは,
その両腕が,偽 りな しに,こ う語れ る著たち。・今 日は
精一杯働 いた と!一 夕暮 こそ,
無情な苦 しみ に苛まれ る人たち
額 の重たげな,頑 固一一徹 の学者 、
そ して寝 台へ と急 ぐ,腰 をかが めた職人 を慰め るもの。
しか し,有 害無益な悪魔 どもが,大 気の 中で,
実 業家 のよ うに,ゆ るゆ ると目を覚 し,
飛び立 っては,鎧 戸や庇 に突 き当たる。
風が揺 さぶ る薄明 りの向 うで,
'「売春」が街頭 に灯 を点 してい る
。
蟻 塚のよ うに多 くの出 口を穿 ち,
いたる ところに密かな通路を切 り'開く,
まるで不 意打ち を食わせ る敵 軍のよ うに。
そ して人 か ら腹 にお さめた ものを掠 め取 る虫にも似て,
泥 水の街 のふ ところを うごめき回る。
そ こか しこでは,湯 気立つかま どの音が,
劇場では金切 り声が,オ ーケ ス トラでは餌が聞 こえ る。
賭事 を無上の愉 しみ とす る定食用 のテーブル は,
娼婦たちや,そ の共犯者の詐 欺師 で賑 い,
休み も情 けも知 らぬ泥棒 たちが,
彼 らな りに も,よ うよ う仕事に取 りかか り,
扉や金庫 を,こ っそ りこじ開け ようと出掛 けて ゆ く,
幾 日か の糧 と,情 婦 の着物代 を稼 ご うと。
この厳粛な る時 に,我 が魂 よ,こ ころを黙せ,
そ して,あ の砲呼に耳を閉ざせ。
今 こそ,病 人たちの苦 しみが つのる時!
暗 い 「夜jが 彼 らの喉 元を捕 らえ る。命運尽 き果て,
もろ ともに深淵 へ と向 ってゆ くのだ。
病院は彼 らの吐息 に満ちている。一 その一人 として,
夕暮に,暖 炉のほ とりで,愛 す る人 の傍 らに,
香 り溢れ るスープを求 めて帰 る者はなかろ う。
さらに多くの著たちは,家族の団棄さえ
一18一
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Nuiten.(p.173)
Pr6vost.(p.260)
Nuiten,(P.174)
Prξvost.(p.260)
RobertVivier;L'Or1ginalit6deBaudelaire.PalaisdesAcademies,
Bruxelles.1965.(p.42)
Aguettant.(P.161)
Aguettant.(p.162)
Nuiten.(p.163)
P「6vost.(p.260)
Nuiten.(p.174)
Pr6vost.(p.261)
Aguettant.(p.162)
Pr6vost.(p.261)
Cassagne,o.c.,(P.44)
Nuiten.(p.178-179).
Cassagne,o.c.,(P.48)
Pr6vost.(p.261).
Nuiten.(p.174-175)
Pr6vost.(p.262)
一19T
